




※１　文部科学省「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説理科編」「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説理科編 理数編」より

　　　下線、太字：岡山県総合教育センター

　今回の改訂では、下に示す「改訂に当たっての基本的な考え方」を踏まえて、「① 目標
及び内容の示し方の改善」 「② 学習内容の改善」「③ 指導の重点等の提示」について改善・
充実が図られました。

　目標は、理科で育成を目指す資質・能力（下線部）が、（１）｢ 知識及び技能 ｣、（２）
｢ 思考力、判断力、表現力等 ｣、（３）｢ 学びに向かう力、人間性等 ｣ の三つの柱で整理され
ています。目標からも、科学的に探究する活動を重視していることが伺え、中学校と高等
学校との接続が図られていることが分かります。

　理科で育成を目指す資質・能力を育成する観点から、【中学校：自然の事物・現象に進んで関わり
高等学校：理科の見方・考え方を働かせ】 、見通しをもって観察、実験などを行うことなどを通して、
自然の事物・現象について科学的に探究する学習を充実した。また、理科を学ぶことの意義や有用性
の実感及び理科への関心を高める観点から、日常生活や社会との関連を重視した。

　探究的な理科の授業をしたいけど、どうすればいいの？

　難しく考えなくても、これまでの授業でもやってきたことです。ただし、
どのような資質・能力の育成を目指すかを明確にした上で、単元の構想や工
夫・手だてを考え、意図的に行うことが大切です。

　そうなんだ。でも、そもそも探究ってどう捉えたらいいの？どこから取り
組んでいけばいいの？

　授業づくりの手がかりとして、まず、新学習指導要領のポイントと全国学
力・学習状況調査結果から見える岡山県の理科教育の現状を見てみよう。
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　資質・能力を育成する学びの過程の考え方として、「資質・能力を育むために重視すべ
き学習過程のイメージ（下図）※ 2」が示されました。また、①～⑦のことが留意点とし
て示されました。

　右のグラフから、岡山県では観察・実験の
実施状況が改善され、平成 27 年度以降は、
全国平均を上回っていることが分かります。

Q 前年度に理科室で観察や実験をする授業を
　１クラス当たりどの程度行いましたか ※３

※２　平成28年12月に中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方
策等について（答申）」において示され、一部修正されたものが中学校、高等学校の学習指導要領解説理科編に示されています。
上図は一部省略して示しています。
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　下の二つのグラフを見ると、自ら考えた仮説を基に観察・実験の計画を立
てる指導や、観察や実験の結果を分析し解釈する指導について肯定的な回答
が全国平均を下回っていることが分かります。

　平成 30 年度学力調査（中学校理科）の結果から、実験や条件制御などにお
いて、自分や他者の考えを検討して改善することや、自然の事物・現象に含
まれる要因を抽出して整理し、条件を制御して実験を計画することに課題が
見られます。

　探究の過程で見ると、「観察・実験の実施」の前後の学習過程について課題
が見られるのね。このあたりを意識して授業をするとよさそうね。

　岡山県や各校の現状を踏まえ、生徒の学力課題の解決に向けて、探究の過程
全体を生徒が主体的に遂行できることを目指して授業を行うことが大切です。

　実践事例編では、岡山県の課題を踏まえ、「観察・実験の実施」の前後の学習過程
にあたる「仮説の設定」「検証計画の立案」「結果の処理」「考察・推論」の学習過程
を重視した事例を紹介しています。これらの事例では、次の３段階のステップで単元
をデザインしました。
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　単元をデザインするためには、生徒の知識・技能などを的確に把握し、それらをどの
ようにつなぐかがポイントです。また、生徒自身が主体的に探究を進めていく必要があ
ります。実践事例では、これまでの授業実践から探究を進めるために必要な要素を抽出
し、分析的に検討し、共通項として次の三つにまとめ、　　　　で取り入れています。

　実践事例では、下のように資質・能力を育成していくイメージをもって授業づくりを
行いました。また、生徒に三つの要素をもたせる具体的な工夫・手だて（例）を表にま
とめています。
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Ａ　何のために実験を行うのか、ど
のような結果が予想されるのかなど
見通しをもたせ、「必要となるパー
ツ」や「パーツをつなぐためのツー
ル」を駆使して科学的な根拠に基づ
いて仮説の設定や検証計画の立案を
行わせることが大切です。

Ａ　探究の過程を意識して単元を構
成することで「必要となるパーツ」
となる知識・技能の習得がスムーズ
になり、活用することにより定着も
図られます。実践事例でも、知識・
技能の習得にかかる時間が短縮され、
理解が促進される生徒の姿が見られ
ています。

Ａ　全ての授業で行うことが求められているわけではありませんが、学習内容の特質に
応じて、探究の過程を踏まえた学習活動を行うようにすることが大切です。
　中学校では各学年で主に重視する探究の過程について、高等学校でも科目によって探
究の過程の取扱いについて、学習指導要領等に下のような記載があります。

第１　科学と人間生活　３ 内容の取扱い（１）イ

第２　物理基礎　３ 内容の取扱い（１）イ

第３　物理　３ 内容の取扱い（１）イ

Ａ　１単位時間に全ての探究の過程
を展開すると、時間が足りず結果と
して教師主導の作業的な活動になっ
てしまうこともあります。発達段階
に応じて学習の過程の一部を扱った
り、適宜省略したり、内容によって
２時間扱いにしたりする工夫が必要
となります。

Ａ　繰り返し実験したり、他の班と
共有したりして ｢ 必要となるパーツ ｣
となる観察・実験の結果を十分に得
るようにすることが大切です。また、
考察した後、仮説、検証計画が妥当
であったかなど探究の過程を振り返
らせることが大切です。
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音の大小や高低と音源の振動との関係を調べよう

中学校　第１学年「身の回りの現象」音の性質

実験室で台車を等速直線運動させる方法を考えよう

中学校　第３学年「運動とエネルギー」物体の運動

気柱が共鳴するときの空気の管の長さを予想しよう

高等学校　物理基礎「音と振動」気柱の共鳴

豆電球の電流電圧特性をミクロな視点で考えよう

高等学校　物理「電気回路」非線形抵抗
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水に溶ける物質の共通点を推測しよう

高等学校　化学基礎「単体・化合物・混合物」化学結合

中和滴定の終点を知るための方法を学ぼう

高等学校　化学基礎「酸・塩基と中和」中和滴定の指示薬

水質を浄化しよう

高等学校　生物基礎「生態系とその保全」生態系バランスと保全

事象や環境の変化による自律神経系への影響を調べよう

高等学校　生物基礎「生物の体内環境の維持」体内環境の維持の仕組み
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　本指導資料が、各校や各地域
の研修会などで活用され、先生
方の今後の授業づくりの一助と
なれば幸いです。
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　生徒の振り返りの記述には、「自分だけでは考えられなかったけど、みんなの考えを聞いて実験

を考えることができた」「自分たちで実験を考えてみて、実験の結果が頭に入ってきておもしろかっ

た」などが見られた。また、授業後に毎時行っている自己評価（4 件法）において、音の大小を調

べる実験に比べ、音の高低を調べる実験の方が授業への関わり（計画の立案、実験の実施、話し

合い活動、内容理解）について肯定的回答が増加した。
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事象や環境の変化による自律神経系への影響を調べよう
高等学校　生物基礎「生物の体内環境の維持」体内環境の維持の仕組み
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